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COJのストーリー



2013年3⽉ 池本修悟、室⽥信⼀、鎌⽥華乃⼦
が出会う！



2013年6⽉ 初COイベント
仲間が増え始める、、、



2013年12⽉ 初COワークショプ！！



2014年1⽉COJ誕⽣！



ガイドを頑張って改良し、⽇本語で教えられるように
練習して、



2014年4⽉ 初ワークショップを開催!



ワークショップを開催しながら、コーチ・スタッフに
なってくれる⼈たちが増えました



東北での初ワークショップ 2014年8⽉



オーガナイジングワークショップ 13回
パブリックナラティブWS 3回
ストーリーオブセルフWS 4回

2014年度は20回のWS、500名近い⽅が学びました！



2014年度⼀年間やってみて、
CO実践はワークショップだけだ
と⽣まれない・・・



世界の仲間達の実践、⼤学院で
も実践によりそうコーチがい
る・・・



2015年度は実践伴⾛のコーチをやって
みよう！
・東北
・ジェンダー（関東エリア）
・既存組織（社会福祉・労働組合）

（詳しくは後ほど）



オーガナイザーが実践を発表し、
学び合い勇気をもらいあう場

を作りたい！



オーガナイザーが実践を発表し、
学び合い勇気をもらいあう場

を作りたい！



祭のラインナップ

13:00 オリエンテーション
13:40 セッション１

– 代表的COキャンペーンの紹介。既存活動への導⼊、ゼロ
から⽴ち上げる、既存組織への導⼊の実践３パターン。

14:50 休憩
15:00 セッション２

– 9名のオーガナイザーが事例発表。⼩グループで興味、関
⼼の近い⼈たちで質疑応答、意⾒や資源の交換をする。

16:30 休憩
16:40 セッション３

– 次のアクションを考えるワークショップ
18:00 終了
18:45 懇親会

イマココ



n宣⾔者 n証⼈者

n オーガナイザー祭りの中で勇気をもらえた時はいつですか？（複数有）

n あなたが責任を引き受けて、アクションしたいことは具体的に何ですか？（最⼤40⽂字程度で。1つのみ。）

n 実現するために、COJに求めるものはありますか？希望する項⽬にチェックしてください。（複数選択可）

n ここにいる仲間に求めるサポートはありますか？（複数有）

個⼈と組織のコーチングをうけたい 実践伴⾛に関わりたい WSを受けたい



コミュニティ・オーガナイジング
のキーポイント



他者が、先の⾒通しが⽴たない不確かな
状況下で、共有した⽬的を達成出来るよ
うにする「責任」を引き受けること。

リーダーシップとは？



ACTION!
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変化

持てるもの（資源）

①同志は誰か？
②同志が直⾯してい

る困難は何か

COを始めるための３つの質問

反対・現状維持

③同志が資源をどう創
造的に使い、困難に⽴
ち向かえるパワーに変
えられるか



同志とは？
問題に直⾯する当事者、当事者
と同じ想いをもつ⼈々



オーガナイズ
されていない状態 リーダーシップ オーガナイズ

された状態

消極的 ストーリーの共有 意欲的

バラバラ 関係に基づいたコミットメント 団結

漂流 明確な組織構造 調整

反応的 創造的な戦略 ⾃発的

無効 測定でき、⽬標のある⾏動 有効

５つのリーダーシップの実践



私がリーダー！

私がリーダー！



私たちはみなリーダー！



スノーフレーク・リーダーシップ！



第１層を作る



第２層を作る



第３層を作る
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実践伴⾛



COJの実践伴⾛

COワー
クショッ

プ

実践者個⼈
への⽀援

実践組織へ
の⽀援

２週間に⼀度の実践者同⼠による
ピアコーチング&1:1コーチング

組織への訪問コーチング

社会課題
を何とか
したい！

COに可能
性あるか
も！？



COとうほく
実践をみんなで⾛る3〜4ヶ⽉のプログラム



実践をみんなで⾛る3〜4ヶ⽉のプログラム

どのように？
実際に取り組みたいキャンペーンや、現在
の活動でＣＯを使ってしたいことを考え、
戦略的ゴール（半年〜1年くらいで達成す
ること）を決めて計画を⽴てる。
→3・４ヶ⽉後の到達点を⽬指して実践。

⼀⼈ではなく、
CO仲間（固定メンバー）とコーチングし
あいながら進める

実践＝今の活動にオーガナイジングの観点
を⼊れて活動を活性化する

仲間集め、チーム
作り、ピーク1辺り

までに取り組む



1巡⽬：2015年7⽉末〜11⽉ （5⼈）



２巡⽬：2016年1⽉〜3⽉（1巡⽬5⼈＋新⼈4⼈）



進め⽅（1巡⽬：2015年7⽉末〜11⽉）

1か⽉に⼀度
実践者同⼠の

コーチング（寄合）

（困難な中、実践事
例を共有し進める勇
気を得る。異なる視
点からフィードバッ
クを得る）

各回2時間

2週間に⼀度
実践者とCOJの
１対1コーチング

（より深いコーチング
関係者分析・
戦略づくり。

コーチング⼒向上）

各回1時間

パブリックナラティブ
関係構築

チーム構築
戦略

ストーリー・戦略・組織

必要なトレーニング

（プロジェクトを
進めるために
必要なスキル
向上）

各1時間〜3時間

内容

⽬的

時間



寄合（実践者メンバー全員でのコーチング）の流れ

〇チェックイン
〇ノーム（約束事）の確認、
チャント
〇コーチング（⼀⼈約20分）
１）発表(現状、2週間でする
と宣⾔したことの達成度合い、
コーチングを受けたい点）
２）質問でコーチング
３）振り返り
×全員（4⼈または5⼈）
〇次の2週間ですること
〇全体の振り返り



進め⽅（2巡⽬：2016年1⽉〜3⽉）

2週間に⼀度
実践者同⼠の

コーチング（寄合）

寄合の頻度を2倍に
2グループで
※オンライン

各回2時間

2週間〜1か⽉に⼀度
実践者同⼠

１対1のコーチング

実践者同⼠で
コーチング

（COJオブザーブ）

各回1時間半

パブリックナラティブ
関係構築

チーム構築
戦略

ストーリー・戦略・組織

必要なトレーニング

変更なし

各1時間〜3時間

内容

変更点

時間



伴⾛を⽀えるCOJの体制

• かのこーかつらこ
（毎回コーチング後〜毎週）

• 純⼦（東京・ベトナム組）－かのこーかつらこ
（1巡⽬中、⽉2回）

• オーガナイジングチーム＝実践伴⾛を進める
チーム
（⽉2回）



Chaagemakers Academy
実践伴⾛



Changemakers Academy

リクルー
トWS

チーム・
戦略WS

5⽉：パブリック・ナラティ
ブ・関係構築を学びコアチー

ムをリクルートする

４ヶ月ピア
コーチング

６⽉：チームを⽴ち上げ、
戦略、戦術を⽴てる

9-12⽉：⼆週間に⼀度実
践者４⼈でコーチングし合

う



Changemakers Academy



おせっかバトンproject



既存の団体へのCO導⼊

理事／オーガナイジングチーム
⼩⽥川華⼦



おおまかな流れ

定期的なコーチング／スキルトレーニング（1年程度）

申し合わせ書の取り交わし

COを導入したい現場・目指したいことについての聞き取り

実践支援プログラム 希望のお申し出

COワークショップ参加



社会福祉法⼈⽣活クラブ⾵の村 いなげ
（セッション１ 島⽥朋⼦さん）

2015年5⽉〜2016年3⽉
1. なぜ私たちがCOをするのか？
2. オーガナイザーチーム⽴ち上げ＆関係構築スキルアップのた

めのミニWS（7⽉・8⽉に計8時間）
3. ⽉１回のコーチングMTG（２時間程度）
4. 地域リーダーさんらとの懇談会（8⽉・11⽉に各２時間程

度）
5. 地域リーダー向けスキルアップ講座（1⽉10〜16時×２回）
＊遊びリテーション・災害時ボランティア集会・買い物バス等

コミュニティ・
オーガナイザー1
人1人の心に確
たる動機を！



⽉１回のコーチングMTG

•C団地へのCOアプローチの進捗の共有
•課題は？
•⾵の村のオーガナイザーは何を⽬指して動くの
か？
•次のステップは何？
•誰がいつ？



プレカリアートユニオン
（セッション２ 清⽔直⼦さん）

2015年9⽉〜2016年8⽉
• 2015.9からの年度のプランニングWS（7⽉）
• COJスタッフ⾃⾝がユニオン活動を知る（同⾏、同席して）
• ⽉1回の執⾏委員会でコーチング（2時間のうちの30分）
• ⽉1回COスキル講座／仲間を増やすスキル講座（2時間）
• 2か⽉に1回のイベントの企画・準備・実施・振り返り
• 戦略コーチング



コーチング・COスキル講座

イベント
企画

• 課題克服の
ため

• 目標
• 内容

スキル・ト
レーニング

• 勧誘
• スピーチ
（パブリック・
ナラティブ）

イベント

• パブリック・ナ
ラティブ

ふり返り

• 目的に照らし
て

• 目標に照らし
て

＜9月＞
組合員数を
増やす

＜12月～＞
強固な労働組合

にする


